
 

 

沈黙が共鳴する空間 

 

 

言葉は人間の特性です。言葉は我々が形成するものであり同時に我々を形

成するものです。そのために、リアリティに耳を傾け我々の存在を問い続

けようとする時、言葉に慣れ親しんでいればいるほど、言葉には細心の注

意を払わなければなりません。 

 

これは９０年代以降変わらない私の考えです。私は制作において、我々の

深奥に働きかけ自己とその外部に未踏の世界を見いだす手がかりを提供す

るために、言葉が内に秘める新しい可能性を常により鋭く開発しようとし

てきました。 

 

今回は、フランス語日本語をはじめ様々な言語の辞典を利用しました。 

辞典のひとつの特徴は、登録されている言葉が詩や学術論文や声明などあ

らゆる文章構成に「開いて（open）」いることです。そして使われた言葉 

自身も様々な解釈や使い方に「開いて（open）」います。 

私はこの「開放性」を増幅させようとしました。辞典の全ページはシュレ

ッダーにかけて截断され、その断片は細かい孔のあいたパネルの間に詰め

込まれています。言葉を同定し再認しようとする試みも、文章を構成しよ

うとする試みもすべて出し抜くためです。しかし私は、断片化された言葉

を最大の「あいまいさの暈」で覆うことで、言葉の暗示性が極度に高まり、

規範を超えた新たな響きが鑑賞者の心の奥底で生まれることを願ってもい

るのです。 



 

今回の作品群は目とともに耳にも働きかけるように構想されています。作

品はそれぞれ独立していますが、他の作品と対話しつつ、「沈黙が共鳴す

る空間」を形作っています。静かに耳を傾けてくだされば幸いです。 
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